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　１９７８年に、ポーランドのマウォポルスカ県に位置しているヴィエリチカ岩塩坑が、ユネスコから世界遺産の指定を受けた。これは世界
遺産の最初の指定が行われた際に、他の１１の遺産とともに選ばれたものである。私は共同研究者とともに、２０１３年にこのヴィエリチカ
岩塩坑を訪れ、視察を行った。この論文では、特にヴィエリチカ岩塩坑のツアーコースに展示されている展示物の主要なものに焦点を当て
て、その産業遺産としての意義を分析する。また、この鉱山の観光資源としての利活用について述べる
　In 1978 Wieliczka Historic Salt Mine was designated as a World Heritage Site by UNESCO. Among others it was the first designated site of 
World Heritage.In 2013 I visited Wieliczka Historic Salt Mine with my colleagues and observed this industrial heritage. This paper, focusing 
exhibits shown in the course of Wieliczka Salt Mine, describes the history of this Mine and explain its significance as indusutrial helitage, 
and then refers to the utilization of it as tourist resources.
はじめに
　静岡文化芸術大学大学院文化政策研究科研究科長研究
費（平成 25 年度 =2013 年度）による共同研究「旧東欧地
域における産業遺産の保全と利活用に関する研究」の一環
として、私は共同研究者 3 名と共に、1913 年 8 月 23 日か
ら 9 月 5 日までの間、ポーランドとチェコの産業遺産やい
わゆる「負の遺産」の視察・調査に出かけた。訪問先の主
なものは、ポーランドのウッチ Łódź やチェコのオストラ
ヴァ Ostrava など産業遺産の観点から重要な諸都市や、ア
ウシュビッツ = ビルケノウ Auschwitz-Birkenau 強制収容
所などの「負の遺産」を巡った。
　その時に視察・調査した多くの施設のうち、本稿ではポー
ランドの世界遺産（文化遺産）であるヴィエリチカ岩塩坑
Kopalria Soli Wieliczka ( 英語 Wieliczka Salt Mine) に絞っ
て取り上げる。訪問日は、2013 年 8 月 28 日である。
　末尾に掲載した参考文献のうち、主としてガイドブック
の英語版である① WIELICZKA HITORIC SALT MINE Tourist 
Guide(English version, 2012) と、 写 真 集 の 英 語 版 で あ
る ② Janusz Podlecki, WIELICZKA HISTORIC SALT MINE 
(English version, 2012) とを参考にしながら、Ⅰでその岩
塩鉱の概要について述べ、Ⅱで岩塩坑内に多く見られる宗
教関連の彫像・チャペルについて説明し、Ⅲで産業遺産と
して重要なものを中心に坑内施設を紹介する。さらに、Ⅳ
で産業遺産・産業観光の視点からとりまとめの考察を行う。
Ⅰ ヴィエリチカ岩塩坑の概要
　 ポ ー ラ ン ド の ヴ ィ エ リ チ カ 岩 塩 坑 Kopalria soli 
Wieliczka ( 英語 Wieliczka Salt Mine) は、1978 年にユネ
スコの世界遺産（文化遺産）の最初の登録が行われた際に、
12 の施設のうちのひとつとして登録された産業遺産であ
る。最古参の世界遺産ということになる。
　ヴィエリチカは、ポーランド共和国の南央部のマウォ
ポルスカ Małopolska 県に位置している。古都クラクフ
Kraków から南東に 10km ほどのところである。
　ヴィエリチカの地下坑から長い間岩塩が掘り出されてき
たが、まずその鉱山の歴史を概観しておこう。ヴィエリチ
カ岩塩坑は、1044 年に採掘・製塩会社として創業した。ポー
ランド王国の首都がクラクフに移ってきたのは、1038 年
のことであるから、その 6 年後ということになる。
　12 世紀末に、カジミエシ大王 Kasimierz Wielki がクラク
フ岩塩坑のための法典を公布した。その法典は、製塩所と
企業総体を規律する他、鉱業の慣習法とヴィエリチカおよ
びボフニャ Bochnia における岩塩坑の経営をも規律する
ものであった。支配人は、管理者としてまたは借地人とし
て、王の名において塩の採掘と販売を監督していた。
　当時の人々にとって、塩は料理の味付けのために用いら
れたのは言うまでもないが、食材の保存料としても欠かせ
ないものであった。内陸部では塩を手に入れるのが難しく、
そのため塩は非常に高価なものであった。ピアスト朝（960
年ごろ〜 1370 年）とヤギェウォ朝（1386 年〜 1572 年）
の王たちの時代には、塩からの収入は国家歳入のほぼ 3 分
の 1 を占めたほどである。17 世紀に入り、クラクフから
ワルシャワに事実上都が遷されたこともあって、岩塩坑は
衰退し始めた。
　ヴィエリチカ岩塩坑は、稼働している岩塩坑としては世
界最古である。なお、廃坑を含めると、一番古いのは同じ
マウォポルスカ県にあるボフニャ Bochnia 岩塩坑である。
また、現在操業中の岩塩坑でポーランド内の最大のもの
は、ヴィエルコポルスカ県クウォダバ Kłodawa 町にある
クウォダバ岩塩坑である。
　コスト高や坑内の浸水の危険などの理由で、1996 年に
ヴィエリチカ岩塩坑では商業採掘が打ち切られ、現在は観
光スポットとしての役割がメインとなり、世界中から年間
100 万人を超えるビジターを集めている。お土産用岩塩な
どは、今でも細々ながら採掘されている。
　次にヴィエリチカ岩塩坑の施設の概要をみてみよう。
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ことから、1998 年には危機遺産リストから除外された。
　坑内に入るには、予め入場券を買う。坑内には、ガイド
と一緒でないと入れない。ツーリストルートと地質学ルー
トの 2 つあって、すべての人がまずツーリストルートに入
る。余裕と興味のある人は、予め追加の地質学 geology ルー
トをプラスしチケットを買うというスタイルである。ツー
リストルートの 1 グループの客の上限が 35 人、英語を話す
ガイドによるツーリストルートの入場料は、2014 年現在 75
ズロチである。
　ガイドと共に入坑するが、まず最初に 360 段もある階段
を延々と下る。これをこなす体力が無い人は、ツアーに参
観光ツアーのルートは、ダニウォヴィチシャフト The 
Daniłowicz Shaft から降りて行くが、地下坑内はあたか
も蟻の巣のようになっており、22 の間 chamber が坑道
gallery でつなげられている。その長さは 2km ほどであり、
ツアーで廻ると 2 時間ほどかかる。最深部は 135m ほどで
ある。　
　坑内には、岩塩の鉱脈、それを採掘するためのさまざま
な土木や機械の技術が分かるように展示がなされている。
その他に、歴史上または神話・宗教に関わるさまざまなモ
チーフが石像に彫られているのが目を引く。国王やコペル
ニクス、妖精の像、またキリストやマリアの像、そして近
時のローマ法王ヨハネパウロⅡ世の像に至るまで、石像の
種類は多岐にわたる。地下の大聖堂のような場所（聖キン
ガ St.Kinga のチャペル）さえもある。それを制作したのは、
鉱山員たちや鉱山彫刻家たちであるが、その注がれたエネ
ルギーの膨大さを思うと、驚嘆させられる。
　ヴィエリチカ岩塩坑は 1989 年に危機遺産リストに加え
られた。換気装置の不備によって湿気が溜まり、岩塩製の
モニュメントを損ねていたためである。その後換気装置が
据え付けられて坑内の湿度が適切に保たれるようになった
　写真 1　ヴィエリチカ岩塩坑
　　　　　　　　　ダニウォヴィチシャフトの櫓が見える
　　　　　　　　　　　　　　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 3　岩塩坑のツアー料金表　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 4　麹のように吹き出た塩　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 5  沁み出た分厚い塩の層　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 2　ヴィエリチカ岩塩坑
　　　　　　　チケット売り場［2013.8.28 筆者撮影］
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加するのは難しいだろう。
　坑内の温度は一定していて、ほぼ摂氏 14 度である。天
候に左右されないので、客の少ない秋・冬の季節に訪問す
ることも推奨されている。ツアー客は坑道のルールを守ら
なければならない。それは、火を使ってはならないという
こと。ガス爆発や火災を防止するためである。
　一般のツアーコースを終えた後の地質学コースを付け加
えると、料金も 10 ズロチだけプラスになる。地質学ルー
トの 1 グループの上限は 10 人となっている。こちらの展
示は一般のツアールートよりやや専門的なものが多い。
　ツアー中に写真撮影ができるタイプのチケットだと 10
ズロチの追加料金がかかる。料金を払うとカメラ許可の
シールをもらえる。これを体のどこか、あるいはカメラに
貼り付けて、支払済の証拠とする。単なる観光ではなく視
察・調査が目的の場合は、カメラ撮影許可付きの料金の方
を選択すべきであろう。
　もっとも、ツアーに参加して、歩きながら暗めの坑内の
写真撮影をすることは、実際はなかなか難しい。内部施設
の写真が豊富に載っているガイドブックや写真集を売店で
購入することができるので、資料として後で使うためにそ
れらをぜひ入手しておきたいところである。
Ⅱ ヴィエリチカ岩塩坑の彫像およびチャペル
　ヴィエリチカ岩塩坑の際だった特徴は、その内部にス
ケールの大きな彫像や、チャペルなどの宗教施設が数多く
彫られているということである。その理由をここで説明し
ておこう。
　鉱内員 miners たちは、岩塩を掘り、それを運搬するた
めに巻き上げ機でつり上げ、そりを使い、あるいは馬にハー
ネスを履かせて馬力を活用した。大きな岩塩のブロックが
内側から掘り抜かれ、それは何世紀にもわたって岩盤の圧
力に耐えてきた。鉱山で働くのはとても冒険的なことであ
り、危険と背中合わせであった。実際に事故によって多く
の鉱内員が亡くなり、また負傷をした。
　こうした危険性のゆえに、鉱内員たちは他の社会的グ
ループよりも信心深かった。鉱内員の亡くなった場所に十
字架を建てるという習慣が今でも残っているのは、その表
れである。
　ずっと以前は、地下に木造のチャペルが建てられ、そ
こで礼拝が行われていたが、1697 年に火事でチャペルが
焼失するという事件が起こった。そのため、王立委員会 a 
royal commission は可燃物でのチャペルの設置を禁止し
た。パラドキシカルなことに、この禁止によって木造の建
造をやめて岩塩に直接彫刻するという伝統が生まれ、その
後 3 世紀にわたってこの手法が保たれてきた。
　 そ う し た 岩 塩 彫 刻 の 最 高 傑 作 は、 聖 キ ン ガ チ ャ ペ ル
St.Kinga Chapel であろう。これは、深度 101m に彫られ
た、地下伽藍である。その場所は、巨大な緑色塩を採掘し
た後にできたスペースを用いたものである。このチャペル
は 1896 年に設計された。1963 年にチャペル内の彫刻作成
を終了するというのが当初の計画であったが、現世代の鉱
山彫刻家が今も彫り続けている。スタニスワフ・アニオウ
Stanisław Anioł とそのチームが、精力的に制作に当たっ
ている。多くの像や祭壇などが彫られて、それが現在では
有力な観光資源となっているのである。
　伝説によると、ヴィエリチカ鉱山を発見したのは、ハン
ガリー王の娘のキンガであった。そのため、聖キンガチャ
ペルという名が付けられているのである。その発見の物語
の内容を少し詳しく見てみることにしたい。
　坑内のヤノヴィツェの間 Janowice Chamber（ツアー
　写真 6　シャフトの下降口
　　ここから 360 段降りて入坑する［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 7　人力の手回し巻き上げ機［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 8　キンガのチャペル 1896 年から彫られている
　　　　　　　　　　　　　　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
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ルートの開始から 0.395km のところ、第 1 フロアにあり、
深度 63.8m である）は､ 17 世紀中葉に岩塩のブロックの
中に掘り出されたものである。1967 年にここに人間と等身
サイズの像が 6 体、設置された。彫った人は、ミエチスワフ・
クルゼク Mieczysław Kluzek という坑内彫刻家である。
　これらの像は、ポーランドの岩塩の発見を物語るもの
である。伝説によると、岩塩はクラクフとサンドミエシュ
Sandomierz の公爵であるボレスワス Bolesław とその妻キ
ンガ Kinga によって、13 世紀にこの地で発見されたという。
　伝説によると、ハンガリーの王ベラ Bela 四世の娘のキ
ンガは、マルマロシュ Marmaros の岩塩鉱山の 1 つを持
参金としてもらった。彼女は婚約指輪を坑道に投入した。
すると、彼女の指輪は不思議なことに、岩塩鉱床とともに
ヴィエリチカに移動していった。ポーランドに着くと、キ
ンガはある場所を指さして､ 掘るように命じた。彼女の命
令に従って鉱夫たちが掘ってみたところ岩塩に行き当た
り、その最初の塊の中に彼女の指輪が見つかったというの
である。そのとき以来、ポーランドでは岩塩が豊富に産出
されてきた。
　キンガは鉱内員の守り神となり、1999 年に至ってポー
ランド出身のローマ法王ヨハネパウロⅡ世によって列聖
された。このことに感謝して、スタニスワフ・アニオウ
Stanisław Anioł とそのチームによってヨハネパウロⅡ世
の像が制作され、聖キンガチャペルの中に設置された。
　岩塩坑内の宗教的施設として、他には次のようなもの
がある。聖アントニチャペル St.Antony’s Chapel、聖ヨ
ハネチャペル St.John’s Chapel、聖十字架チャペル The 
Holy Cross Chapel など。
　 ま た、 ク ネ グ ン ダ シ ャ フ ト 基 部 Kunegunda Shaft 
Bottom には、小人 = 地の精たち gnomes の像が 1960 年
代に設置された。小人たちは、塩の宝を守り、鉱内員たち
を助けてくれる友愛的な精霊だと信じられているのであ
る。コンピュータで操作された光、小人たちの声、そして
音楽といった仕掛けは、妖精話の愛好者たち、とりわけ年
少のビジターを愉しませている。
　写真 9　ヤノヴィツェの間にある
　　　　「偉大な伝説 The Great Legend」
　　　　キンガ妃による岩塩坑発見の伝説を
　　　　表現したもの　　　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 11  聖十字架チャペル  十字架にかかったキリスト像
　　　　　　　　　　　　　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 12　クネグンダシャフト基部
　　　　ライトアップされた小人たち gnomes の像
　　　　　　　　　　　　　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 10　聖十字架チャペル　勝利の聖母像
　　　　　　　　　　　　　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
130
静岡文化芸術大学研究紀要　VOL.１５　２０１４
ヴィエリチカ岩塩坑 Vieliczka Salt Mine（ポーランドの世界遺産）の構造物と産業遺産観光
　さらに、坑内で働く人たちの安全を守ると考えられてい
る守護霊 Warden の像も坑内のいくつかの場所に置かれ
ている。ポニアトフスキ横断回廊 Poniatowski Traverse
には、ミエチスワフ・クルゼク Mieczysław Kluzek らの彫っ
た守護霊が 1968 年に設置された。また、ワイマールの間
Weimar Chamber には、2000 年のハノーバー万博の展
示用にスタニスワフ・アニオウが彫った守護霊が納められ
ている。いずれも岩塩に彫った力感のある彫像で、表面の
荒いタッチが印象的である。
　さらに、こうした宗教性・習俗性を帯びたものではなく、
近時はこの鉱山に関わる政治家であるカジミエシ大王や、
ここを訪れた歴史上の著名な人々、例えばニコラス・コペ
ルニクス、ウォルフガング・ゲーテ、ユゼフ・ピウスツキ
Józef Piłsudski 将軍などの人物像も制作されて、設置され
ている。坑内で働く労働者の像もある。これらは、観光的
な意味合いが強い。
Ⅲ　産業遺産の含まれる間 chamber または回廊 gallery
　ヴィエリチカ岩塩鉱山のツアーに参加して、さまざまな
施設とその展示を見て回ったが、ここでは、特に産業遺産
として注目されるものを中心に概要を記述していく。
1) 焼けた間　The Burnt Out（SPALONE）Chamber
　この間（部屋）は、ルートの開始から 0.440km のところ、
地下 1 階にあり、深度 64.3m である。
　この部屋の名称は、ここで起きた火災に由来している。こ
こを見ると、鉱山の地下で起こりうる危険性がよく分かる。
　ひとつは、掘られた空洞に岩の質量が常時圧力を加えて
いる、ということである。それは、坑道を支える木製の支
柱がマッチ棒のようにひしゃげているのを見ると分かる。
　もうひとつ別の危険は、メタンガスによって引き起こさ
れる爆発である。これは、1972 年に彫られた､ 専門職人
（Penitents と呼ばれる）の像によって示されている。メタ
ンは空気より重量が軽く、坑道の天井に溜まっていく。メ
タンは空気と混じってある割合になると爆発性の混合物と
なり、火と接すると爆発する。昔は鉱山の換気の方法がな
かったし、むき出しの炎を使うオイルランプが灯りのため
に使われていたから、とりわけ危険であった。
　写真 13　ポニアトフスキ横断回廊
　　　　 守護霊 Warden の像　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 14　ニコラス・コペルニクスの間］
　　　　コペルニクスの像　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 15　カジミエシ大王の間
　　　　　  大王の胸像　　　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 16　ドロヅォヴィツェの間
　　　　 　 鉱山大工たちの像　　　［2013.8.28 筆者撮影］
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　この危険な気体は、それを燃やすということで取り除か
れていた。その作業は経験豊かな Penitents と呼ばれる保
安専門の鉱内員によって行われた。彼らは濡れた衣服を着
て、長い竿の先にたいまつを付けて持ち運び、作業場の床
を這って歩いた。
　1999 年から、この部屋を訪れる人々は、音声と照明を使っ
た爆発のミニ・ショーに参加することができるようになっ
た。それは、鉱内員が何世紀にもわたって立ち向わなけれ
ばならなかった恐ろしい危険を体感させるものである。
2）シェレツの間　The Sielec Chamber
　この部屋は、ルートの開始から 0.570km のところ、地
下 1 階にあり、深度 64.5m である。
　この部屋は、17 世紀中葉に赤ブロンズ色の塩の層が採掘
された跡である。18 世紀には、その下層部分が水であふれ
た。19 世紀になってやっと安全が確保され、当時のままの
形でツーリストのルートに加えられた。
　コレクションのうち、とても興味深いのは、地下の通路
で塩の搬送のために使われた本物の道具である。ひとつは、
木製のカート（ハンガリアン・ドッグと呼ばれる）とそり
である。
　数世紀の間、鉱内員たちは掘った鉱物を人力で運んでい
た。そして次には馬が輸送目的で使われた。16 世紀から、
馬は垂直・水平の両方向の輸送のために働いた。17 世紀に
は約 100 頭の馬が坑内で仕事をしていたという。最後の馬
が岩塩坑を去ったのは 2002 年のことである。
　純度の高い塩水が樽に詰められ、そりの上に載せられ
る。1780 年代からは、箱やカートが木製のレール（平行
に置かれた厚板）の上を押して運ばれた。大きなかたまり
の岩塩が樽の形に切り出されると、稼働中の巻き上げ機
（treadmill）のところまで木製の竿で押して行く。この方
法によって、搬送するのが容易になった。
　1861 年に、水平輸送はレールウェイのカートによるこ
とになった。最初は馬がカートを曳いていたが、1920 年
代からはバッテリーと動輪を利用したものとなった。
3）ピ ス コ ヴ ァ・ ス カ ワ の 間　The Pieskowa Skała 
Chamber
　ルートの開始から 0.745km, 地下 1 階および地下 2 階上
部 , 深度 65.0m（トップ）;90.7m（ボトム）
　ピスコヴァ・スカワの間は、この鉱山の最も美しい場所
のひとつである。この間には、目に見える割れ目のある「塩
の櫛 salt combs」や、多くの空洞と隙間がある。鉱内員たち
は純粋な塩をたたき落とすために小さなピックアックスを使っ
た。塩の櫛、空洞、隙間などは、そのためにできたもので
ある。鉱内員たちは岩に刻んだ階段を使って、鞄あるいは
木製の桶で小さな塩の塊を運んだ。それは樽に入れられ、
地表に運び出される。
　この間の中央部分に、小さなクジシュトフォリ・シャフト
Krzysztofory shaft がある。ここには手動の十字型巻き上げ機
がおかれている。ビジターに現実の鉱山の雰囲気を提供するた
めである。この巻き上げ機は、ビジターが操作して動かすこと
ができる。
　掘削された大洞窟の安全性を確保するために、最も現代
的な方法が採られている。具体的には、エポキサイド樹脂
の竿が 10 メートル以上、岩の塊に差し込まれている。また、
樹脂の接着剤が採掘場の壁と天井を充分に強化している。
　写真 18　坑道内の運搬車　　　    ［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 19  坑道内の運搬馬（模型）　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 17　保安専門員 penitent の像
　　　　メタンを燃やして爆発を防ぐ［2013.8.28 筆者撮影］
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4）クネグンダ回廊　The Kunegunda Gallery
　この回廊は、ルートの開始から 0.690m のところ、地下
1 階にあり、深度 64.5m である。
　ここに、考古学の知見を踏まえて新石器時代の村の模型
（ジオラマ）が作成され、展示されている。この時代のヴィ
エリチカ村では、塩が蒸発乾燥 evaporation の方法で製
造されていた。塩水を土器に入れ、煮詰めて塩の固体を得
るというものである。塩水を汲み上げるため、井戸を掘る
必要があった。
　この方法は、後期前史時代や中世初期にも行われた。12
世紀からは、塩水の蒸溜は金属の鍋で行われるようになった。
　岩塩の発見（13 世紀半ば）以降も、蒸溜乾燥方式は続け
られていた。それが廃止されたのは、1724 年のことである。
　そして第一次大戦の少し前に、比較的現代的な製塩所で
短期間だけ再開された。塩水は、岩塩を水で濾過すること
で得ていた。
　2003 年には、地下水を用いる新たな現代的な製塩所が
開設された。それは約 100 年前の古い製塩所の機能を引き
継いだものである。
5） ヴ ィ ト ル ト・ ブ ド リ ク の 間　The Witold Budoryk 
Chamber
　ヴィトルト・ブドリクの間は、ルートの開始から 1.800m
のところにあり、深度 123.1m である。
　この部屋は、赤いブロンズ色の塩の鉱床を採掘した結果
としてできたものである。その名前は、クラクフの鉱山冶
金大学の教授（1891-1958）の名前にちなんで付けられた。
彼は鉱山の換気の専門家だった。ツーリスト・ルートを
2km ほど歩いた後、ビジターはこの部屋の中で休息し、座っ
て軽い食事を取ることができる。食堂には、ヴィエリチカ
岩塩坑のブランドのビールが販売されている。
　写真 20　人力による巻き上げ機　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 22　ヴィエリチカのブランドのビール
　　　　　　　　　　　　　　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 21　ヴィトルト・ブドリクの間にある休憩所
　　　　　 軽い食事ができる　　　［2013.8.28 筆者撮影］
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6）地質学ツアー geology tour
　休息を取った後、予めチケットを買っておいたツーリス
トは、追加ツアーの地質学ツアーに出かけることになる。
このツアーもガイド付きで､ 上限 10 人と比較的少人数で
行われる。そこでは、一般のツーリストルートとは違った
専門的な展示に接することができる。内容は、鉱石、土木
や冶金､ 輸送の技術などの展示である。以下、写真で示す。
　写真 23　地質学 geology コースの看板
　　　　　　　　　　　　　　　　  ［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 26　岩塩を運ぶそり　　  　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 24　展示されている岩塩の大きな結晶
　　　　　　　　　　　　　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 27  岩塩を運ぶ様子のパネル   ［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 25  樽型に切り出した岩塩　木製レール上を転がす
　　　　　　　　　　　　　　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 28    岩塩の樽を馬が運搬する様子が描かれたパネル
　　　　　　　　　　　　　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
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　このツアーを終えると、入坑したシャフトとは別のシャ
フトに出る。レジス・シャフト Regis Shaft という名である。
　写真 31　鉱山で働く馬のパネル　［2013.8.28 筆者撮影］ 　写真 34    地質学ツアーを終えると、このレジスシャフト
　　　　　Regis Shaft の出口に至る　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 30　掘削の先端（切羽）　　　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 32　樽の巻き上げ機　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
  写真 33  歯車を使って回転方向を横から縦に 90 度変える装置
　　　　　　　　　　　　　　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 29　車輪のついた運搬用具　［2013.8.28 筆者撮影］
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　私たちは、この地質学ツアーに参加したが、ガイドが高
速スピードで案内するので、なかなかゆっくりと展示を見
る余裕がない。大半の展示は、ツーリストルートのものと
そう変わらない。ひとつ目を引いたのは、地表からロープ
にぶらさがって入坑するシニア鉱内員たちの模型である。
これは「悪魔の乗りもの」と呼ばれている。階段を降りる
よりもこの方が入坑時間の節約になるが、危険なので熟練
の職人だけに許されていたという。
　両方のコースで合計 3 〜 4 時間という長時間の地下ツ
アーから地上に戻ると、解放された気持になる。今では坑
内は観光客のためそれなりの照明で照らされているが、か
つては乏しい灯りの下で事故の危険も抱えながら坑内で労
働をしなければならなかった。鉱内員たちの肉体的、精神
的な労苦がしのばれる。
Ⅳ　岩塩坑の産業遺産・観光資源としての意義
　ヴィエリチカ岩塩坑の展示物は、まず産業遺産（とりわ
け技術遺産）としての意義があり、同時にそれが観光資源
としての役割を果たしている。すでに述べたことも含めて、
このふたつの側面について改めてとりまとめておきたい。
1）ヴィエリチカ岩塩坑の産業遺産としての意義
　ここには、岩塩の採掘に使われたさまざまな道具や機械
の遺産が保存・展示されている。オリジナルのものの他、
後世に模造されたものもある。
　その中で、掘削自体の道具に関連するが、古い時代のた
がね等の手彫り道具による掘削跡が残され、また、ずっと
後の時代の掘削機械などの展示がなされている。
　また、運搬のための機構の展示は充実している。岩塩ま
たは塩水が塩作りの原料として産出されるのだが、これら
はいずれも重量が重いので、運搬は重労働である。そこで
これらを運ぶためのそりや木製レール、また馬車などの運
搬手段が用いられてきた。それらが各所で、展示されてい
る。さらに、大きな木製の円筒と太い綱を使った回転力を
利用する巻上げ機 treadmill が、坑内の多くの場所で展示
されており、そのいくつかはツアー客がそれに触って実際
に動かすことができるようになっている。ガイドがツアー
客に、試しに動かしてみるよう促してくれる。人力ばかり
でなく、馬が複数頭で回す大がかりな巻上げ機も置かれて
いる（カジミエシ大王の間）。これは運動方向を横移動か
ら縦移動に 90 度方向転換する精巧な木製機構を備えてい
て、圧巻である。動力としては、人力・馬力から、後には
バッテリー駆動の電気機関車が利用されるようになって
いった。石炭の炭坑でも馬の労働が欠かせなかった時代が
あり、炭坑遺跡には働く馬の模型が設置されていることが
多いが、この岩塩坑内にも同様に馬たちの姿がいくつも模
型として置かれていたのが印象に残る。馬の働きを説明す
るパネルも、複数枚目にすることができた。
　岩塩坑というと、固体の岩を掘り出すことだけがイメー
ジされるかもしれないが、実はそうではなく、塩湖に溜
まった水を汲み上げて、それを煮詰めるという製塩方法
も行われていた。その塩水の汲み上げ作業を模型で示し
ているところがある（クネグンダ横断廊 The Kunegunda 
Traverse）。木製の管（下の端は塩湖に浸されている）に入っ
た鎖を二人一組の鉱内員が回転させて巻き上げる。その鎖
には皮革の遮蔽壁（stopper= 弁）が付いていて、それが
ロザリオに似ているためロザリオ珠 paternoster という名
がついた。鎖の上昇によって、ロザリオ珠に入った塩水が
揚がってくる。このような装置によって、60m の深さから
塩水を汲むことができた。これも産業上の技術として、興
味深い。
　写真 35　綱を使って入坑する様の模型像
　　　　「悪魔の乗り物」と言われる［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 36　馬力による巻き上げ機　   ［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 37　クネグンダ横断廊　塩水の揚水機
　　　　　　　　　　　　　　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
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　土木・建築の遺構もたくさん残っていて、とりわけ掘っ
た後の空洞を崩壊から防ぐための壮大な木組みには驚かさ
れる。ミハウォヴィツェの間 The Michałowice Chamber
に築かれた丸太の（あるいはその束の）木組みは、白く塗
られた大きな神殿のような構造物となっている。ユゼフ・
ピウスツキの間 The Józef Piłsudski Chamber にも、同様
の巨大な木組みの構造物が築かれている。これらは実用性
ばかりでなく、一種の芸術性を感じさせる。
2）ヴィエリチカ岩塩坑の観光資源としての役割
　ここは、遺跡として重要であるだけでなく、教育（子ど
もたちの見学など）・食事（レストランなど）・宗教（ミ
サなど）・イベント（コンサートなど）・医療（ぜんそく
治療など）など多くの用途に応える施設としての役割を
持っている。また、ツアーコースには、緑色の塩湖がいく
つかあって（エラズム・バロンチの間 The Erazm Barącz 
Chamber や ワ イ マ ー ル の 間 The Weimar Chamber な
ど）、見た目に美しい。こうした、複合的な目的に応える
観光施設として、1 年間で 100 万人を超す集客力がある。
　ヴィエリチカ岩塩坑の周辺には、チャペルやその他の歴
史的建造物も多数存在している。それらの周辺施設の中に
は、塩の城（Saline Castle　ここは数世紀にわたって岩塩
鉱山の経営の場所であったが、現在クラクフ岩塩博物館が
入っている）、聖クレメント教会、フランシスコ改革長老
派の建物群、聖セバスチャン教会、市庁舎、シュチガルフ
カ Sztygarówka ビル（鉱山学校・岩塩博物館のため建て
られた）などがある。岩塩坑内のツアーだけで最低 2 時間
はかかるが、それを終えてから外に出て、岩塩博物館やチャ
ペルなどの施設を回ってみると、いっそう充実した旅とな
るだろう。
　ヴィエリチカは、古都のクラクフから 10km ほどの近い
ところにあり、バスや電車などの交通手段も豊富で便数も
多く、海外からの客もたくさん訪れている。ポーランドの
観光資源として、有数のエリアとなっているのである。ツー
リスト・ルートは、障害者のニーズに合わせて改修され
た。改修部分には、聖キンガ・チャペル、聖十字架チャペ
ル、エラズム・バロンチの間などの最も魅力のある場所が
含まれている。こうして、今では障害者も地下の採掘場を
訪れることができるようになった。このような施策は、文
化の享受について平等性を確保しようとする姿勢を示すも
ので、好ましいものである。充実した内容のガイドブック
や写真集には英訳版もあり、海外からのツアー客が岩塩坑
施設について理解を深める手助けとなっている。
< 参考文献 >
WIELICZKA HITORIC SALT MINE Tourist Guide (English 
version), 2012
Janusz Podlecki, WIELICZKA HISTORIC SALT MINE 
(English version), 2012 
伊東孝之 / 井内敏夫 / 中井和夫『ポーランド・ウクライナ・
バルト史』山川出版社 1998 
＜付記＞
この論文は、静岡文化芸術大学大学院文化政策研究科研究
科長研究費（平成 25 年度＝ 2013 年度）による共同研究「旧
東欧地域における産業遺産の保全と利活用に関する研究」
の成果の一部である。
　写真 38　ミハウォヴィツェの間
　　　　　  巨大な丸太の構造物とシャンデリア
　　　　　　　　　　　　　　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
　写真 39　ユゼフ・ピウスツキの間　巨大な木組み
　　　　　　　　　　　　　　　　　［2013.8.28 筆者撮影］
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